
JP 2014-503451 A5 2015.1.15

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成27年1月15日(2015.1.15)

【公表番号】特表2014-503451(P2014-503451A)
【公表日】平成26年2月13日(2014.2.13)
【年通号数】公開・登録公報2014-008
【出願番号】特願2013-540473(P2013-540473)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｇ  53/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/505    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/525    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/62     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｇ  53/00    　　　Ａ
   Ｈ０１Ｍ   4/505   　　　　
   Ｈ０１Ｍ   4/525   　　　　
   Ｈ０１Ｍ   4/62    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成26年11月20日(2014.11.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遷移金属複合酸化物の前駆体の製造方法であって、
　（Ａ）一般式（Ｉ）の材料：
　　Ｍ（ＣＯ３）ｂＯｃ（ＯＨ）ｄＡｍＢｅ（ＳＯ４）ｆＸｇ（ＰＯ４）ｈ　（Ｉ）
（式中の変数は次のように定義される：
　Ｍは、一種以上の遷移金属であり、
　Ａは、ナトリウムまたはカリウムであり、
　Ｂは、一種以上の周期律表の１～３族の金属であって、Ｎａとカリウム以外のものであ
り、
　Ｘは、ハライド、ニトレートまたはカルボキシレートであり、
　ｂは、０．７５～０．９８の範囲であり、
　ｃは、０～０．５０の範囲であり、
　ｄは、０～０．５０の範囲であり、
　（ｃ＋ｄ）の合計が、０．０２～０．５０の範囲であり、
　ｅは、０～０．１の範囲であり、
　ｆは、０～０．０５の範囲であり、
　ｇは、０～０．０５の範囲であり、
　ｈは、０～０．１０の範囲であり、
　ｍは、０．００２～０．１の範囲である）、
　を、８．０～９．０の範囲のｐＨの水溶液から析出させ、
　（Ｂ）該一般式（Ｉ）の材料の粒子が球状の形状を有し、該析出した材料を母液から分
離することを特徴とする前駆体の製造方法。
【請求項２】
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　工程（Ｂ）の後に、一つ以上の洗浄工程（Ｃ）と、必要なら一つ以上の乾燥工程（Ｄ）
が続く請求項１に記載の製造方法。
【請求項３】
　Ｘがフッ化物である請求項１または２に記載の製造方法。
【請求項４】
　Ｍが、Ｎｉ、Ｍｎ、Ｃｏ、Ｆｅ、Ｚｎ、Ｃｒ、及びＴｉから選ばれる少なくとも二種の
遷移金属から選択される請求項１～３のいずれか一項に記載の製造方法。
【請求項５】
　Ｂが、Ｌｉ、Ｒｂ、Ｃｓ、Ｍｇ、Ｃａ、Ａｌ、及び元素周期律表１～３族の２種以上の
上記元素の混合物から選ばれる請求項１～４のいずれか一項に記載の製造方法。
【請求項６】
　粒子径（Ｄ５０）が２～５０μｍの範囲である請求項１～５のいずれか一項に記載の製
造方法。
【請求項７】
　Ｍが、Ｎｉ、Ｃｏ、及びＭｎから選ばれる請求項１～６のいずれか一項に記載の製造方
法。
【請求項８】
　５５～８５モル％のＭがＭｎとして選ばれる請求項１～７のいずれか一項に記載の製造
方法。
【請求項９】
　上記析出が、炭酸ナトリウムまたは炭酸カリウムの水溶液を遷移金属Ｍの酢酸塩、硫酸
塩または硝酸塩の水溶液に添加して行われる請求項１～８のいずれか一項に記載の製造方
法。
【請求項１０】
　遷移金属複合酸化物の前駆体の製造方法であって、
　（Ａ’）一般式（Ｉ）の材料：
　　Ｍ（ＣＯ３）ｂＯｃ（ＯＨ）ｄＡｍＢｅ（ＳＯ４）ｆＸｇ（ＰＯ４）ｈ　（Ｉ）
（式中の変数は次のように定義される：
　Ｍは、一種以上の遷移金属であり、
　Ａは、ナトリウムまたはカリウムであり、
　Ｂは、一種以上の周期律表の１～３族の金属であって、Ｎａとカリウム以外のものであ
り、
　Ｘは、ハライド、ニトレートまたはカルボキシレートであり、
　ｂは、０．７５～０．９８の範囲であり、
　ｃは、０～０．５０の範囲であり、
　ｄは、０～０．５０の範囲であり、
　（ｃ＋ｄ）の合計が、０．０２～０．５０の範囲であり、
　ｅは、０～０．１の範囲であり、
　ｆは、０～０．０５の範囲であり、
　ｇは、０～０．０５の範囲であり、
　ｈは、０～０．１０の範囲であり、
　ｍは、０．００２～０．１の範囲である）、
　を水溶液から析出させ、
　（その際、母液中の遷移金属Ｍの総濃度が５０ｐｐｍ～２０００ｐｐｍの範囲である）
、
　（Ｂ）該一般式（Ｉ）の材料の粒子が球状の形状を有し、該析出した材料を母液から分
離することを特徴とする前駆体の製造方法。
【請求項１１】
　粒子状の一般式（Ｉ）の材料：
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（式中の変数は次のように定義される：
　Ｍは、一種以上の遷移金属であり、
　Ａは、ナトリウムまたはカリウムであり、
　Ｂは、一種以上の周期律表の１～３族の金属であって、Ｎａとカリウム以外のものであ
り、
　Ｘは、ハライド、ニトレートまたはカルボキシレートであり、
　ｂは、０．７５～０．９８の範囲であり、
　ｃは、０～０．５０の範囲であり、
　ｄは、０～０．５０の範囲であり、
　（ｃ＋ｄ）の合計が、０．０２～０．５０の範囲であり、
　ｅは、０～０．１の範囲であり、
　ｆは、０～０．０５の範囲であり、
　ｇは、０～０．０５の範囲であり、
　ｈは、０～０．１０の範囲であり、
　ｍは、０．００２～０．１の範囲である）、
　であって、水を含んでいてもよく、
　一般式（Ｉ）の材料の粒子が球状の形状を持つ材料。
【請求項１２】
　Ｍが、Ｎｉ、Ｍｎ、Ｃｏ、Ｆｅ、Ｚｎ、Ｃｒ、及びＴｉから選ばれる少なくとも二種の
遷移金属から選択される請求項１１に記載材料。
【請求項１３】
　Ｍが、Ｎｉ、Ｃｏ、及びＭｎから選ばれる請求項１１または１２に記載の材料。
【請求項１４】
　５５～８５モル％のＭがＭｎとして選ばれる請求項１１から１３のいずれか一項に記載
の材料。
【請求項１５】
　その粒子径（Ｄ５０）が２～５０μｍの範囲である請求項１１から１４のいずれか一項
に記載の材料。
【請求項１６】
　Ｂが、Ｌｉ、Ｒｂ、Ｃｓ、Ｍｇ、Ｃａ、Ａｌ、及び元素周期律表１～３族の２種以上の
上記元素の混合物から選ばれる請求項１１から１５のいずれか一項に記載の材料。
【請求項１７】
　請求項１１～１６のいずれか一項に記載の材料の遷移金属複合酸化物の製造のための使
用。
【請求項１８】
　請求項１１～１７のいずれか一項に記載の少なくとも一つの材料と少なくとも一種のリ
チウム化合物の混合物が、６００～１０００℃の範囲の温度で熱処理される遷移金属複合
酸化物の製造方法。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の方法で得られる遷移金属複合酸化物。
【請求項２０】
　少なくとも一種の請求項１９に記載の遷移金属複合酸化物を導電性の形の炭素と、また
必要なら少なくとも一種の高分子バインダーと混合することにより得られる電極配合物。
【請求項２１】
　少なくとも一種の請求項１９に記載の電極材料または少なくとも一種の請求項２０に記
載の電極配合物を用いて生産される電気化学セル。
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